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その名のとおり、４分音符や２分音符の刻みを基調とするビートです。

１拍ごと（４ビート）、あるいは２拍ごと（２ビート）の大きな刻みにくわえて、

３連符系の細かいニュアンスがプラスされるのが特徴です。

また、「８ビート」「１６ビート」のように、

キックやスネアが定型的なビートを刻むことはなく、

ハイハットやライドシンバルがリズムの主役として

ビートを引っ張っていくのも大きな特徴です。



４ビート＆２ビートの特徴
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• ハイハットやライドで４分音符or２分音符を基調とするリズムを刻む

• ３連符のフィールが基本

• キックやスネアに決まったパターンはなく、アクセント的に用いる

• シンバルの代わりにスネアのブラシを用いたパターンも



シンバルレガート
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「４ビート」や「２ビート」では、

シンバルがリズムの主役となります。

その際、リズムの核となるのが

「チーンチッチチーンチッチ」という特徴的なリズム。

これを、「シンバルレガート」といって、

４ビートや２ビートにおけるリズムの要となります。

ライドシンバルによって演奏されることが一般的ですが、

２ビートではハイハットによるシンバルレガートも演奏されます。



ライドシンバルを用いた４ビート
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ブラシを用いた４ビート
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ハイハットを用いた２ビート
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ライドシンバルを用いた２ビート
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ジャズ・ワルツ

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO

①基本パターン

②スネアのゴーストノートを使ってノリをプラスしたパターン


